
病害虫名 発生時期 発生量 発 生 経 過 の 概 要 発 生 要 因 の 解 析

苗立枯病 平年：－
前年：－

平年：
やや少
前年：少

一部の育苗施設等で発生が見られた。 適正な種子消毒や床土消毒、育苗管理に
より、全般にはやや少の発生であった。

苗いもち 平年：－
前年：－

平年：少
前年：少

少ない発生であった。 種子消毒や育苗管理が適正に行われたた
め、少なかった。

葉いもち 平年：並
前年：並

早植：
やや少
普通植：少

7月中旬調査で発生程度の高いほ場が一
部見られたが、8月上旬調査では県全域
で発生は少なかった。

6月中旬から７月上旬までは降水量が多
かったが、中旬以降は降水量が少なく気
温も平年より高く経過したため、早植・
普通植ともに発生は少なかった。

穂いもち 平年：並
前年：並

平年：少
前年：少

少ない発生であった。 葉いもちの発生が少なく、８月の気温が
高く降水量も少なかったため、感染に不
適な条件だった。

紋枯病 平年：並
前年：並

平年：
やや少
前年：
やや少

７月上・中旬では平年並みだったが、８
月上旬～９月はやや少ない発生となっ
た。

生育期間は高温で経過した。６月中旬か
ら７月上旬までは降水量が多かったが、
中旬以降は降水量が少かったため、発生
はやや少なくなった。

ばか苗病 平年：－
前年：－

平年：少
前年：少

少ない発生であった。 適正な種子消毒や育苗管理により、全般
に少ない発生であった。

稲こうじ
病

平年：－
前年：－

平年：並
前年：少

県全体で発生が見られたが、程度は軽
かった。

前年度の発生は多かったが、7月下旬か
ら気温は高く、降水量は少なく経過した
ため、感染に不適な条件だった。

もみ枯細
菌病

平年：－
前年：－

平年：少
前年：少

少ない発生であった。 適正な種子消毒や育苗管理により、全般
に少ない発生であった。

縞葉枯病 平年：や
や遅い
前年：や
や遅い

平年：
やや多
前年：
やや少

ヒメトビウンカの飛び込みが前年より遅
かったため感染時期が遅れた。県南部で
発生が多くみられたが程度は前年より軽
く、後期発病も分げつ茎での発病が多
かった。一方、これまで発生が少なかっ
た県中北部に拡大している。

２、３年前から県南部で発生が増加し、
ヒメトビウンカの保毒虫率も高くなって
いる。

黄萎病 平年：早
い
前年：早
い

平年：
やや少
前年：
やや少

収穫が早まったため再生稲での発生は早
く見られた。県中部の一部で発生程度の
高いほ場もみられたが、県全体としては
少なかった。

ツマグロヨコバイの箱施用剤防除が行わ
れていない地域で発生程度の高いほ場が
見られる。

ヒメトビ
ウンカ

やや遅い やや多 本田の飛込み調査ではやや遅いが、５月
から９月までの予察灯調査期間中のう
ち、９月以降に誘殺数が多くなった。総
誘殺数は平年並。８月上旬の本田におけ
るすくい取り調査では、発生量は多かっ
た。

６月後半以降気温が高く、７月後半以降
は降水量も少ないまま推移したため、発
生には好適な条件であった。

ツマグロ
ヨコバイ

平年並 やや多 ５月から９月までの予察灯調査期間中の
うち、８月以降に誘殺数が多くなった
が、地点により発生程度のバラツキが多
い。８月上旬の本田におけるすくい取り
調査では、発生量は多かった。

７月後半以降、気温が高く降水量も少な
いまま推移したため、発生には好適な条
件であった。

セジロウ
ンカ

平年並 多 予察灯における総誘殺数は多かった。８
月上旬の本田におけるすくい取り調査の
発生量も多かった。

トビイロ
ウンカ

平年並 少 予察灯における誘殺数は少ない。 本県への飛来は少ない。

ニカメイ
ガ

越冬世代
：平年並
第一世代
：平年並

越冬世代
：平年並
第一世代
：やや少

フェロモントラップによる越冬世代成虫
の発生量は平年並。
７月中旬の心枯茎の発生株率、８月下旬
から９月上旬の白穂の発生株率はやや少
なかった。

越冬幼虫の寄生株率は平年並。

コブノメ
イガ

平年並 少 予察灯における誘殺数は少ない。 本県への飛来は少ない。

３ 主要農作物病害虫の発生状況と原因解析
１）普通作物

（１）水稲



イネミズ
ゾウムシ

平年並 やや多 ５月中旬の本田における発生量はやや少
なかった。
５月から９月までの予察灯調査期間中の
うち、７月以降に誘殺数が多くなった。

越冬世代成虫の越冬密度が低かったた
め、越冬世代の発生量は少なかった。６
月後半以降気温が高く、７月後半以降は
降水量も少ないまま推移し、発生に好適
な条件であった。

イネツト
ムシ（イ
チモンジ
セセリ）

平年並 県中部
：平年並
県北・南
部：多

７月上旬の発生株率は多く、７月中旬は
平年並であった。
県北・南部で発生が多かった。

７月後半から８月前半にかけて降水量が
少なく、発生に好適な条件であった。

コバネイ
ナゴ

平年並 平年並 ８月上旬の本田におけるすくい取り調査
では、発生量は平年並であった。

斑点米カ
メムシ類

平年並 多 ７月中旬のイネ科牧草地での発生量はほ
ぼ平年並であったが、カスミカメムシ類
は多かった。８月上旬の本田におけるす
くい取り調査での発生量は多く、ホソハ
リカメムシは少なかったが、クモヘリカ
メムシ、カスミカメムシ類は多かった。

７月後半以降気温が平年より高く推移し
た。

斑点米カ
メムシ類

平年並 多 ７月中旬のイネ科牧草地での発生量はほ
ぼ平年並であったが、８月上旬の本田に
おけるすくい取り調査での発生量はクモ
ヘリカメムシ、ホソハリカメムシは平年
並だが、カスミカメムシ類は多かった。

７月上中旬は気温が平年より高く推移
し、８月上旬の本田におけるすくい取り
調査では、平年に比べて特にカスミカメ
類の発生が多くなった。

病害虫名 発生時期 発生量 発 生 経 過 の 概 要 発 生 要 因 の 解 析

うどんこ
病

平年：－
前年：－

平年：多
前年：やや
多

六条大麦や小麦ほ場で発生が多かった。 生育期の気温が高く、４月の降水量が多
く発生に好適な条件であった。

赤かび病 平年：－
前年：－

平年：並
前年：並

全般的に少ない発生であったが、小麦を
中心に５月下旬以降に発生が見られた。

４月の降水量は多かったが、登熟期は降
水量が少なく発生に不適な条件であっ
た。

大麦縞萎
縮病

平年：－
前年：－

平年：少
前年：並

少ない発生であった。 二条大麦では、罹病性品種の作付が極少
となった。

大麦斑葉
病

平年：－
前年：－

平年：少
前年：並

少ない発生であった。 健全な種子が供給された。

病害虫名 発生時期 発生量 発 生 経 過 の 概 要 発 生 要 因 の 解 析

紫斑病 平年：－
前年：－

平年：並
前年：
やや少

生育期、被害粒ともに平年並の発生だっ
た。

べと病 平年：－
前年：－

平年：
やや多
平年：
やや多

８月中旬は平年並、９月中旬は多くなっ
た。

コガネム
シ類

平年並 やや多 全般的にやや多であったが、県北の予察
灯で６月下旬、８月にオオクロコガネ誘
殺数が多くなった。
県北部で夏に産卵されたと思われる幼虫
による被害が目立った。

堆肥を利用する飼料作物が多い地域で
は、成虫が大豆に飛び込む機会が多い。

アブラム
シ類

平年並 やや多 発生ほ場率は８月中旬は高く、９月中旬
は平年並であった。

７月後半以降、気温が高く降水量も少な
いまま推移したため、発生に好適な条件
であった。

ダイズサ
ヤタマバ
エ

シロイチ
モジマダ
ラメイガ

マメシン
クイガ

カメムシ
類

平年並 やや多 ほ場での発生量はやや多。 ほ場では主にホソヘリカメムシ、アオク
サカメムシ、イチモンジカメムシが観察
された。

ハスモン
ヨトウ

平年並 多 幼虫の発生ほ場率は８月中旬は平年並、
９月中旬は高くなった。

８月下旬以降、気温が高く降水量も少な
いまま推移したため、発生に好適な条件
であった。

フタスジ
ヒメハム
シ

平年並 平年並 発生量は、８月中旬、９月中旬とも平年
並であった。

７月後半以降、気温が高く降水量も少な
いまま推移したため、発生には好適な条
件であった。

（２）麦

（３）大豆



病害虫名 発生時期 発生量 発 生 経 過 の 概 要 発 生 要 因 の 解 析

炭疽病 平年：
やや早
前年：並

平年：多
前年：多

８月以降多い発生となった。 ８月は平年よりかなり高温となったた
め、多かん水等により発生が増加した。

萎黄病 平年：並
前年：並

平年：少
前年：並

少ない発生であった。 無病親株を使用し、無病畑での採苗、空
中採苗が行われている。

灰色かび
病

平年：並
前年：並

平年：少
前年：並

採苗後の発生は少なかった。 ７月の降水量は若干多かったものの６、
８月の降水量は平年よりも少なく、発生
に不適な条件であった。

うどんこ
病

平年：並
前年：並

平年：並
前年：並

親株、育苗期間を通して平年並の発生と
なった。

適切な防除により発生が抑えられた。

アブラム
シ類

平年：並 平年：
やや多

親株、育苗期間を通してやや多い発生で
あった。

親株から育苗の時期に気温が高く、降水
量が少なかったため、発生に好適な条件
であった。

ハダニ類 平年：並 平年：
やや多

親株、育苗期間を通してやや多い発生で
あった。

親株～育苗期間にあたる6～9月に気温が
高く、降水量も少なかったため、発生に
好適な条件であった。また、薬剤感受性
の低下も懸念される。

オンシツ
コナジラ
ミ

平年：並 平年：並 親株、育苗期間を通して平年並の発生で
あった。

病害虫名 発生時期 発生量 発 生 経 過 の 概 要 発 生 要 因 の 解 析

疫病 平年：並
前年：並

平年：少
前年：並

全般に少ない発生であった。 ７月の降水量は若干多かったものの６、
８月の降水量は平年よりも少なく、発生
に不適な条件であった。

灰色かび
病

平年：並
前年：並

平年：並
前年：少

６、７月はやや多い発生であったが、８
月には平年並の発生となった。

平年に比べ、５月の高温多雨により、生
育が過繁茂となったため、生育前半の発
生多かった。８月は高温少雨により発生
が少なかった。

葉かび病 平年：並
前年：並

平年：少
前年：少

全般に少ない発生であった。 耐病性品種が中心に作付けされている。

アブラム
シ類

平年：並 平年：少 全般的に少ない発生であった。 適切な防除により発生が抑えられた。

オンシツ
コナジラ
ミ

平年：並 平年：並 全般的に平年並の発生であった。

タバココ
ナジラミ

平年：並 平年：並 全般的に平年並の発生であった。

ハモグリ
バエ類

平年：並 平年：少 全般的に少ない発生であった。 適切な防除により発生が抑えられた。

病害虫名 発生時期 発生量 発 生 経 過 の 概 要 発 生 要 因 の 解 析

うどんこ
病

平年：
やや早
前年：
やや早

平年：
やや少
前年：
やや少

７月まではやや多い発生であったが、８
月以降はやや少ない発生となった。

やや軟弱に生育したため7月まではやや
多い発生であったが、その後適切な防除
により発生が抑えられた。

灰色かび
病

平年：並
前年：並

平年：少
前年：少

全般的に少ない発生であった。 ７月の降水量は若干多かったものの６、
８月の降水量は平年よりも少なく、発生
に不適な条件であった。

半身萎凋
病

平年：並
前年：並

平年：少
前年：並

全般に少ない発生であった。 水田との輪作、抵抗性・耐病性台木が普
及しているため発生は少なくなってい
る。

青枯病 平年：並
前年：並

平年：少
前年：並

全般に少ない発生であった。 水田との輪作、抵抗性・耐病性台木が普
及しているため発生は少なくなってい
る。

ハダニ類 平年：並 平年：並 全般的に平年並の発生であった。

アブラム
シ類

平年：並 平年：並 全般的に平年並の発生であった。

ミナミキ
イロアザ
ミウマ

平年：並 平年：
やや多

７月は平年並みだったが、８月にやや
多、９月には多かった。

夏季高温のため、発生に好適な条件で
あった。

２）野菜
（１）いちご（本ぽ：平成21年10月～平成22年5月 親株・育苗床：平成22年6～9月）

（２）トマト（冬春：平成21年10月～平成22年5月 夏秋：平成22年6～9月）

（３）なす



病害虫名 発生時期 発生量 発 生 経 過 の 概 要 発 生 要 因 の 解 析

灰色かび
病

平年：並
前年：並

平年：少
前年：並

全般的に少ない発生であった。 ７月の降水量は若干多かったものの６、
８月の降水量は平年よりも少なく、発生
に不適な条件であった。

べと病 平年：並
前年：並

平年：少
前年：並

全般的に少ない発生であった。 ７月の降水量は若干多かったものの６月
の降水量は平年よりも少なく、発生に不
適な条件であった。

うどんこ
病

平年：並
前年：並

平年：並
前年：少

全般的に平年並の発生であった。 ４月は多雨、寡日照によりやや軟弱に生
育したため４月、５月は発生やや多かっ
たが、その後適切な防除により発生が抑
えられた。

褐斑病 平年：並
前年：並

平年：多
前年：多

抑制作に切り替わり、9/中までは発生が
少なかったが、9/下以降の発生が多く
なった。

9/中までは天候が安定していたが、9/下
に高温多雨となり、一気に発生が多く
なった。

疫病 平年：少
前年：並

平年：少
前年：並

全般的に少ない発生であった。 ７月の降水量は若干多かったものの６、
８月の降水量は平年よりも少なく、発生
に不適な条件であった。

ミナミキ
イロアザ
ミウマ

平年並 多 全般的に多い発生であった。 夏季高温のため、発生に好適な条件で
あった。
また、薬剤感受性の低下により、有効な
薬剤が少ないことも多発要因の一つと考
えられる。

病害虫名 発生時期 発生量 発 生 経 過 の 概 要 発 生 要 因 の 解 析

うどんこ
病

やや早 平年並 全般的に平年並の発生であった。 ６月は発生やや多かったが、その後適切
な防除により発生が抑えられた。

モザイク
病

少 少 全般的に少ない発生であった。 防除が徹底された。

アブラム
シ類

平年並 少 全般的に少ない発生であった。 適切な防除により発生が抑えられた。

病害虫名 発生時期 発生量 発 生 経 過 の 概 要 発 生 要 因 の 解 析

乾腐病 平年：並
前年：並

平年：少
前年：並

全般的に少ない発生であった。 土壌消毒あるいは無病地への作付けが行
われた。

白斑葉枯
病

平年：並
前年：並

平年：
やや少
前年：

全般的にやや少の発生であった。 ９月は降水量が多かったが、気温が高
かったため、発生がやや少なかった。

さび病 平年：並
前年：並

平年：少
前年：少

全般的に少ない発生であった。 ９月は降水量が多かったが、気温が高
かったため、発生が少なかった。

株腐細菌
病

平年：並
前年：並

平年：少
前年：並

全般的に少ない発生であった。 ９月は降水量が多かったが、気温が高
かったため、発生が少なかった。

ネダニ 平年：並 平年：
やや多

9月は平年並みであったが、10月は多い
発生であった。

９月以降も気温が高く推移したため、発
生に好適な条件であった。

病害虫名 発生時期 発生量 発 生 経 過 の 概 要 発 生 要 因 の 解 析

さび病 平年：並
前年：並

平年：少
前年：少

全般的に少ない発生であった。 ７月から８月まで平年より気温がかなり
高く推移し、８月の少雨により発生が少
なくなった。

べと病 平年：並
前年：並

平年：少
前年：少

全般的に少ない発生であった。 ７月から８月まで平年より気温がかなり
高く推移し、８月の少雨により発生が少
なくなった。

黒斑病 平年：並
前年：並

平年：並
前年：少

全般に平年並の発生であった。 ７月は高温多雨となったが、適期防除が
行われた。

ネギアブ
ラムシ

平年並 少 全般的に少ない発生であった。 適切な防除により発生が抑えられた。

ネギアザ
ミウマ

平年並 多 7月は平年並みであったが、8月はやや多
く、9～10月は多い発生であった。

夏季に高温で降水量が少なかったため、
発生に好適な条件であった。

ネギハモ
グリバエ

平年並 少 全般的に少ない発生であった。 適切な防除により発生が抑えられた。

ネギコガ 平年並 少 全般に少ない発生であった。 適切な防除により発生が抑えられた。

（４）きゅうり（冬春：平成21年10月～平成22年5月 夏秋：平成22年6～9月）

（５）ゆうがお

（６）にら

（７）ねぎ



病害虫名 発生時期 発生量 発 生 経 過 の 概 要 発 生 要 因 の 解 析

さび病 平年：並
前年：並

平年：少
前年：少

全般に少ない発生であった。 ４月、５月の降水量は多かったが、適期
防除が行われた。

べと病 平年：並
前年：並

平年：
やや少
前年：並

全般的にやや少ない発生であった。 ４月、５月の降水量は多かったが、適期
防除が行われた。

灰色かび
病

平年：並
前年：並

平年：少
前年：並

全般的に少ない発生であった。 ４月、５月の降水量は多かったが、適期
防除が行われた。

黒斑病 平年：並
前年：並

平年：少
前年：並

全般的に少ない発生であった。 ４月、５月の降水量は多かったが、適期
防除が行われた。

ネギアブ
ラムシ

平年並 少 全般的に少ない発生であった。 適切な防除により発生が抑えられた。

ネギアザ
ミウマ

平年並 平年並 全般的に平年並の発生であった。 適切な防除により発生が抑えられた。

病害虫名 発生時期 発生量 発 生 経 過 の 概 要 発 生 要 因 の 解 析

白斑病 平年：
遅い
前年：
遅い

平年：多
前年：多

全般的に多い発生であった。 ９月は降水量が平年より多かったため、
発生が多くなった。

べと病 平年：
遅い
前年：
遅い

平年：少
前年：並

全般的に少ない発生であった。 ９月は降水量が多かったが、気温が高
かったため、発生が少なかった。

黒斑病 平年：
遅い
前年：
遅い

平年：少
前年：並

全般的に少ない発生であった。 ９月は降水量が多かったが、気温が高
かったため、発生が少なかった。また、
定植時期も平年よりも遅れた。

軟腐病 平年：
遅い
前年：
遅い

平年：少
前年：並

全般的に少ない発生であった。 平年より定植時期が遅れ、高温多湿条件
で結球することがなかった。

ウイルス
病

平年：
遅い
前年：
遅い

平年：少
前年：並

全般的に少ない発生であった。 アブラムシ類の発生が少なかった。

病害虫名 発生時期 発生量 発 生 経 過 の 概 要 発 生 要 因 の 解 析

黒腐病 平年：
遅い
前年：
遅い

平年：少
前年：並

全般的に少ない発生であった。 ９月は降水量が多かったが、気温が高
かったため、発生が少なかった。

菌核病 平年：
遅い
前年：
遅い

平年：少
前年：並

全般的に少ない発生であった。 ９月は降水量が多かったが、気温が高
かったため、発生が少なかった。

病害虫名 発生時期 発生量 発 生 経 過 の 概 要 発 生 要 因 の 解 析

アブラム
シ類

平年：並 平年：少 全般に少ない発生であった。 適切な防除により発生が抑えられた。

コナガ 平年：並 平年：少 全般に少ない発生であった。 適切な防除により発生が抑えられた。

（８）たまねぎ

（９）はくさい

（１０）キャベツ

（１１）あぶらな科野菜



病害虫名 発生時期 発生量 発 生 経 過 の 概 要 発 生 要 因 の 解 析

灰色かび
病

平年：並
前年：並

平年：少
前年：並

全般的に少ない発生であった。 ９月は降水量が多かったが、気温が高
かったため、発生が少なかった。

菌核病 平年：
遅い
前年：
遅い

平年：少
前年：並

全般的に少ない発生であった。 ９月は降水量が多かったが、気温が高
かったため、発生が少なかった。

軟腐病 平年：
遅い
前年：
遅い

平年：少
前年：並

全般的に少ない発生であった。 平年より定植時期が遅れ、高温多湿条件
で結球することがなかった。

アブラム
シ類

平年並 少 全般に少ない発生であった。 適切な防除により発生が抑えられた。

病害虫名 発生時期 発生量 発 生 経 過 の 概 要 発 生 要 因 の 解 析

ハスモン
ヨトウ

平年：並 平年：多 フェロモントラップによるハスモンヨト
ウ雄成虫の誘殺数は平年より多く、だい
ず、キャベツ、きゅうり、いちご、ね
ぎ、なすで平年より多く発生していたた
め、注意報を発出した。

夏季に高温で降水量が少なかったため、
発生に好適な条件であった。

オオタバ
コガ

平年：
やや早

平年：
やや多

フェロモントラップでは、9～10月に多
く誘殺された地点もあった。また、いち
ご等の作物でも、発生が見られた。

夏季に高温で降水量が少なかったため、
発生に好適な条件であった。

病害虫名 発生時期 発生量 発 生 経 過 の 概 要 発 生 要 因 の 解 析

黒斑病 平年：並
前年：並

平年：少
前年：並

全般に発生は少なかった。 県内の主力品種は、耐病性のある幸水、
豊水が作付けされている。

黒星病 平年：
やや早
前年：並

平年：多
前年：並

５月から７月にかけ全般的には発生時期
が早く、発生量は多かった。

感受性が高くなる４月、５月に平年より
降水量多く、生育前半で発生が多くなっ
た。

赤星病 平年：並
前年：並

平年：少
前年：並

ビャクシン類における冬胞子堆の成熟は
平年並。なしでの発生は、少なかった。

４月の降水量は多かったが、産地のビャ
クシン類も少なく、飛散胞子量が少な
かった。

アブラム
シ類

平年：並 平年：並 全般的に平年並の発生であった。

ハダニ類 平年：並 平年：並 全般的に平年並の発生であった。

病害虫名 発生時期 発生量 発 生 経 過 の 概 要 発 生 要 因 の 解 析

晩腐病 平年：並
前年：並

平年：少
前年：並

全般的に少ない発生であった。 ６月の降水量は少なく、５月、７月の降
水量は多かったが、適期防除により発生
が抑えられた。

べと病 平年：並
前年：並

平年：
やや多
前年：並

栽培後半の発生がやや多かった ６月は降水量少なかったが、７月は降水
量は多かったため、栽培後半の発生が多
くなった。

黒とう病 平年：並
前年：並

平年：並
前年：並

全般に平年並の発生であった。 ４月、５月に平年より降水量多く、生育
前半で発生が多くなったが、全般的には
平年並の発生となった。

チャノコ
カクモン
ハマキ

平年：少 平年：少 全般的に少ない発生であった。 適切な防除により発生が抑えられた。

（１２）レタス

（１３）野菜共通

３）果樹
（１）なし

（２）ぶどう



病害虫名 発生時期 発生量 発 生 経 過 の 概 要 発 生 要 因 の 解 析

斑点落葉
病

平年：並
前年：並

平年：並
前年：並

全般に平年並の発生であった。 ７月の降水量は若干多かったものの６、
８月の降水量は平年よりも少なく、発生
に不適な条件であった。

褐斑病 平年：並
前年：並

平年：少
前年：並

全般的に少ない発生であった。 ７月の降水量は若干多かったものの６、
８月の降水量は平年よりも少なく、発生
に不適な条件であった。

輪紋病 平年：並
前年：並

平年：少
前年：並

全般的に少ない発生であった。 ７月の降水量は若干多かったものの６、
８月の降水量は平年よりも少なく、発生
に不適な条件であった。

ハダニ類 平年：
やや遅

平年：並 全般的に平年並の発生であった。

病害虫名 発生時期 発生量 発 生 経 過 の 概 要 発 生 要 因 の 解 析

カメムシ
類

平年：並 平年：並 フェロモントラップによる誘殺数は、
チャバネアオカメムシ、クサギカメムシ
ともにやや少～平年並みで推移した。
果樹カメムシ類の果樹への飛来は平年並
みであったが、一部、クサギカメムシが
平年よりやや多く飛来した園もあった。

チャバネアオカメムシの越冬量は少な
かった。また、今年のスギの球果量は平
年並、ヒノキの球果量は少なかった。以
上より、増殖にあまり適していない条件
であったため、今年の発生量はやや少～
平年並であったと考えられる。

ナシヒメ
シンクイ

平年：並 平年：並 フェロモントラップへの誘殺数は平年並
みで推移した。発生時期もほぼ平年並み
であったが、6月上～中旬の誘殺がやや
遅かった。
なしでは、一部のほ場で被害がみられた
が、適切な防除が行われた。

5月中旬～6月上旬の梅雨入り後まで、ま
とまった雨が多く、成虫の飛翔行動が抑
えられたと思われる。

モモシン
クイガ

平年：並 平年：並 フェロモントラップへの誘殺数は平年並
みで推移した。

リンゴコ
カクモン
ハマキ

平年：並 平年：並 フェロモントラップへの誘殺数は平年並
みで推移した。

病害虫名 発生時期 発生量 発 生 経 過 の 概 要 発 生 要 因 の 解 析

白さび病 平年：並
前年：並

平年：少
前年：並

５、６月はやや多い発生であったが、全
体的に少ない発生であった。

７月から８月まで平年より気温がかなり
高く推移し、８月の少雨により発生が少
なくなった。

アブラム
シ類

平年：並 平年：並 全般的に平年並の発生であった。

アザミウ
マ類

平年：並 平年：並 10月は多い発生であったが、全般的に平
年並の発生であった。

ハダニ類 平年：並 平年：多 全般的に多い発生であった。
昨年から引き続き発生が多い。

夏季に高温で降水量が少なかったため、
発生に好適な条件であった。また、常に
ハウス内で苗～収穫期まで連続して栽培
されているため、発生も連続した。

４）花き
（１）きく

（３）りんご

（４）果樹共通


